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様式 ９ 

学 位 論 文 審 査 の 要 旨 

保 健 科 学 専 攻 博 士（保健科学） 氏 名 萩野 泉 

 

審 査 委 員 

主 査  教 授  小笠原 克彦 

副 査  教 授  山内 太郎 

副 査  教 授  寺嶋 秀明(神戸学院大学) 

学 位 論 文 題 名 

 

Ecology of Baka hunter-gatherers’ children in southeast Cameroon. 
–nutritional status, physical activities, and daily behaviors- 

カメルーン南東部に居住するピグミー系狩猟採集民の子どもにおける生態学的研究 
－栄養状態・身体活動・生活行動－ 

 

狩猟採集社会は野生の動植物資源の獲得を生業とし、食物獲得行動からの immediate return 文化

を持つ。高い遊動性を持ち、生態的・社会的・政治的な諸背景から容易に影響を受ける。狩猟採

集社会において、子どもたちによる生業への寄与・貢献は期待されていないと従来の研究では語

られてきたが、ところによっては子どもは人口の約半分を占めており、食物獲得が不安定である

中で子どもが全面的に食物獲得を大人集団に依存しているとは考えにくい。これまで生産や還元

を期待しない遊びとして捉えられてきた生活行動を介した、子どもたちによる「自立・自活」が

小規模ながらも存在するのではないかと考えられる。 

本学位論文は、カメルーン共和国東部州のピグミー系狩猟採集民 Baka の子どもを対象者とし、

栄養状態と、それを基盤とした身体活動量、食物獲得行動への参与検証を試みた 5 研究を中心と

する 4 章構成の集大成論文である。 

 第 1 章では、序論として本研究を行った動機および目的について説明している。 

第 2 章および第 3 章では、Baka の子ども（611 人：1－20 歳）の身体計測と年齢推定を行い、

得られた身体計測値から身長と体重に関する成長曲線を描画し、また Z-score による栄養状態につ

いて検討している。Baka の子どもは米国集団の同年齢の子どもと比較して身長は低く体重は軽い

ものの、自身の身長に対して十分な体重と筋肉量を有しており、栄養状態は全般的に良好である

ことを明らかにしている。更に、同一村を対象とした 15 年間にわたる縦断的身体計測値の比較か

ら、Baka の子どもにおける体格・体組成にほとんど変化がなく、比較的良好な栄養状態が維持さ

れていたことも明らかにしている。 

 第 4 章では、Baka の子どもを対象とした GPS と加速度計を用いた身体活動量の評価を行った結

果、身体活動レベル（PAL）の平均値は全体で 2.0 を超え、また歩数の平均値も 1 日あたり 24,000

歩を超えており、PAL 徒歩数の相関は非常に高く（r = 0.84）、Baka の身体活動はほとんどが歩く

ことによって生み出されていることを明らかにしている。また、年齢上昇に伴い、一日の移動距

離・行動半径は有意に増大し、平均して一日 10 km 程度の移動が観察され、子どもの身体活動量

は非常に高いことを述べている。 

 更に、16 日間の狩猟キャンプへの帯同から、子ども 16 名に対して一日 12 時間の個体追跡と、

獲得された食物の秤量調査を行っている。その結果、Baka の子どもは平均して 2～3 時間ほどを

食物獲得行動（狩猟・採集・漁撈）に費やしており、年齢が上昇するに従って自発的な行動内容



が増えていることを明らかにしている。得られた野生食物資源からエネルギー・タンパク質量を

推定したところ、子ども 1 人あたりの食物獲得能は成人 1 人あたりに比べて 1/3～1/4 程度である

こと、成人集団は自身タンパク質所要量を満たせる（118%）こと、子どもにおいても必要量には

満たないながらかなりの程度（78%）のタンパク質獲得が行われていたことを明らかにしている。 
 

これを要するに、本研究は、狩猟採集民 Baka の子どもを対象とした栄養状態と身体活動量、更

には食物獲得行動の一連の研究を通じて、栄養状態－身体活動－食物獲得の関連性と集団全体の

食物獲得能・分配構造との役割を解明したものであり、国際的な視野における狩猟採集民の生態

システムの解明を通じた健康の維持の理論構築に対して貢献するところ大なるものがある。 

よって本博士論文の著者は，北海道大学博士（保健科学）の学位を授与される資格があるもの

と認める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 


